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本日は、お忙しいところ、当社の電話会議説明会に

ご参加下さいまして、ありがとうございます。

ただ今から、2016年3月期 第1四半期決算について、

弊社ホームページで開示しておりますプレゼンテーション資料に沿って、

簡単にご説明させていただきます。
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資料の3ページをご覧下さい。

2016年3月期 第1四半期は、減収・増益の決算となりました。

売上高は、LNG価格の下落に伴い、ガス販売単価が下落したこと等から、

前年と比べて5.7％減収の3,415億円となりました。

経常利益は、スライド差益の拡大により、ガス粗利益が増加したこと等から、

前年と比べて75.1%増益の741億円となりました。

なお、スライド差益は415億円発生しており、前年同期と比べて390億円拡大しました。

ガス販売量について、家庭用は、気水温が前年より高めに推移したこと等から、

前年を3.2％下回る5億1,200万m3となりました。

商・公・医療用は、新規需要開発が順調に推移したこと等から

前年を0.9％上回る3億200万m3となりました。

工業用は、お客さま設備の稼動が減少したこと等により、

前年を3.9％下回る9億7,800万m3となりました。

新規事業拡大投資については、米国・天然ガス火力発電事業への

参画を新たに意思決定いたしました。なお、第1四半期の投資実行額は

前年を45億円上回る246億円となっています。
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資料の4ページに、ただ今ご説明しました ガス販売実績をまとめて

おりますので、ご確認下さい。

連結ガス販売量は、前年を2.7％下回る 19億1,300万m3

となりました。
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資料の5ページに、決算数値をお示ししていますので、ご確認下さい。

表に記載のとおり、スライド差益の拡大によって、ガス粗利益が増加し
たこと等により、

営業利益は、前年と比べて330億円増加の723億円、

経常利益は、前年と比べて317億円増加の741億円となりました。
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資産・負債項目や、主な財務指標の実績は、資料6ページの通りです。

設備投資については、上流事業案件へのキャッシュアウトが

前年に比べて減少し、前年を48億円下回る219億円となりました。

7ページ以降には、第1四半期決算のセグメント別情報や、4月以降意思決定した

新規事業拡大投資の案件等のご参考資料を付けておりますので、後ほどご覧下さい。

なお、2016年3月期の業績見通しにつきましては、3月発表時から変更はありません。

以上で、2016年3月期第1四半期決算についてのご説明を終わらせていただきます。
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